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はしがき

末梢神経の発生に関する研究は決して少なくはない。19置紀か

ら2○ 世紀の初頭にかけて、各種動物の歴を光学顕微鏡の連続切片の復工

模型図または復工模型標本を作製する方法を用いて盛んに行なわれ、ヒト

を始めとする各種動物の胚の末梢神経の発達の経過が明らかにされた。

今時の発生学の教科書の見られる脳神経や脊篭神経の図はFroriep

(ArChAnatPhysio11882)やStreeter(AmerJAMtl904)らが今から

半世紀以上も前のこの時代に 発表したものに基いている。その後の末梢神

経の発生に関する研究は酵素組織化学や電子顕微鏡を用いての微細または

超微細的な研究分野へと著しく進んだ。さらに免疫学の手法が認識（化）

学に導入されると、少なくとも光学顕微鏡や電子顕微鏡のレベルにおいて

は 末 梢神経が確実に、しかも容易に同定されるようになり、末梢神径の発

生に関する研究はさらに進歩した。一方、Johnston,MC(AnatRecl56,

1966）によって始められたウズラ胚一ニワトリ胚のキメラ作製実験ば神経

提細胞の発生上に果たす広範な役割を明らかにした。

私たちは免疫組織化学の手法を発生学に導入しながら、発生途上

の末梢神経を三次元的に、つまり胚をwholemoUntの状態で免疫染色し、

神経の立体構築を直接観察することを昭和61年（研究代表者の田中の琉

球大学在任時）仁思い立った。いくつかのトライアルを重ねてようやく納

得がいく方法が出来上がり発表した(Ischikawaetal・ActaHistochem

Japl986)。この方法によって染色されたニワトリ胚の末梢神経は上胚

のあらゆる方向から観察することが可能であって、二次元の光学切片では

期待する こ と が 出 来 な か っ た思わぬ所見がいくつか得られた。本研究はこ

の石川らの方法を用いて、まずニワトリ胚の体性ならびに鐵性の神径の発
生を本 格 的 に 追 究 す る こ と を目的として始められた。しかしながら、琉球

大学で行なっていたものと同 じ方法を金沢大学で行なっても末梢神霊の染

色が思う よ う に 染 ま ら ず 、 若干の変法を余儀なくされ、その確立に思わぬ

苦労をする事になった。幸い、石川らの方法､は根本的なところでは問室が

なく、予め胚の表皮をコラゲナーゼやう°ロテアーゼで消化しておくことて・

末 梢 神経の免疫学的染色は再び可能となった。またこの変法はニワトリ胚

だけで･なく、ほ乳類の胚の末梢神経にも、さらには成体ラットの心裳の神

経の染色にも適用できることが分かった。ほ乳類の胚をも含めて私共の研

究はこれからという感であるが、ここに今までに得られたデータをまとめ

て報告したい。

これまで私たちが行なってきた研究は以下に分けられる。ラットに関

する研究は、一見すると分離しているようにも思えるが、これらはほ乳類

の胚の体性（上・下肢の神経叢等）ならびに職性の構造物（心鐵等ノに分

布する末 梢 神 経 の 発 生 学 的 研究を、遅々としか進展しないことに怪恥たる

を思い を し つ つ も 、 な ん と か発展させている途上の成果である。

これまでの研究は次のように分類することが出来る。

①
②
③

(1，2）

（3）

（4）

ワトリ胚の脳神経の発生に関する研究

卜の成体の脳神経に関する研究（
ツトの内陶動脈に関する研究
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